
 

 
 

ANCA 関連血管炎に対する治療を受けた 
患者の皆様、ご家族の皆様へ 

2024年 8月 27日 

国保旭中央病院 アレルギー・膠原病内科 

 

現在、国保旭中央病院（以下、当院）アレルギー・膠原病内科では、千葉大学医学部附

属病院を主体として「PR3-ANCA陽性 ANCA関連血管炎患者の鼻・副鼻腔 CT画像による再発

リスク予測」に関する研究（多機関共同研究）を行っております。今後の治療に役立てる

ことを目的に下記に該当する ANCA 関連血管炎であった方の診療情報を、本文書の公開日

以降に利用させていただきます。研究内容の詳細を知りたい方、研究に情報を利用して欲

しくない方は、末尾の相談窓口にご連絡ください。 

 

本文書の対象となる方 

 

1998 年から 2023 年までの間に千葉大学医学部附属病院、国保旭中央病院、下志津病院、

千葉市立青葉病院、千葉労災病院、千葉県済生会習志野病院、成田赤十字病院、千葉東病

院、獨協医科大学病院、山梨大学医学部附属病院、Cambridge University Hospital にお

いて血液検査で PR3-ANCA（c-ANCAを含む）陽性かつ、ANCA関連血管炎と診断された方 

 

１．研究課題名 

「PR3-ANCA陽性 ANCA 関連血管炎
けっかんえん

患者の鼻・副鼻腔
ふくびくう

CT画像による再発リスク予測」 

 

２．研究期間 

2024年承認日～2027 年 03月 31日 

この研究は、千葉大学医学部附属病院観察研究倫理審査委員会の承認を受け、当院病

院長の許可を受けて実施するものです。 

 

３．研究の目的・方法 

ANCA 関連血管炎患者さんのうち血液検査で PR3-ANCA という項目が陽性の方は病気の

ぶり返し（再発）が多いことが知られていますが、その要因はまだよくわかっていませ



 

ん。鼻や副鼻腔の中の細菌が病気の成り立ちや再発に関与しているという報告があるこ

とから、私たちは鼻・副鼻腔の大きさや形に細菌が繁殖しやすい特徴がある方は再発し

やすいのではないかと推察しています。 

この研究では対象患者さんの診療録に記載されている情報や血液検査の結果、鼻・副

鼻腔の CT 画像をさかのぼって集め、人工知能を用いて解析を行い、鼻・副鼻腔の形に

おける再発の予測因子を検討します。 

なお、本研究においては、氏名等の個人を識別できる情報を削除し、研究 ID に置き

換えたものを千葉大学医学部附属病院へ提供し、解析がおこなわれます。氏名等と研究

IDとの対応表は集めた機関以外には提供されません。 

 

４．研究に用いる情報の種類 

診療録に記載されている生年月、年齢、性別、診断名、既往歴、血液検査の結果、治

療経過、治療薬の種類、副鼻腔・鼻の CT画像、再発歴の有無など 

 

５．研究組織（情報を利用する者の範囲） 

 

研究代表機関名 研究代表者 

千葉大学医学部附属病院 
アレルギー・膠原病内科 

古田 俊介 

共同研究機関名 研究責任者 

国保旭中央病院 
アレルギー・膠原病内科 

加々美 新一郎 

下志津病院 
リウマチ科 

杉本 豊彦 

千葉市立青葉病院 
リウマチ科 

小林 芳久 

千葉労災病院 
アレルギー・膠原病内科 

玉地 智宏 

千葉県済生会習志野病院 
リウマチ膠原病アレルギー科 

髙橋 成和 

成田赤十字病院 
第二リウマチ・アレルギー内科 

横田 雅也 

千葉東病院 
臨床研究部 自己免疫疾患研究室 

大矢 佳寛 



 

獨協医科大学病院 
リウマチ・膠原病内科 

池田 啓 

山梨大学医学部附属病院 
リウマチ膠原病内科 

中込 大樹 

Cambridge University Hospital 

ケンブリッジ大学病院（イギリス） 

Vasculitis and Lupus Service 

Prof David Jayne 

 

６．個人情報の取り扱いについて 

本研究で得られた情報は、氏名等の個人を特定するような情報を削除し、どなたのも

のかわからないように加工して、千葉大学医学部附属病院 アレルギー・膠原病内科に

おいて厳重に管理します。研究結果を学術雑誌や学会で発表することがありますが、個

人が特定されない形で行われます。 

本研究についてご希望があれば、他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等

に支障がない範囲内で、研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧する事

ができますので、相談窓口までお申し出ください。個人情報の開示に係る手続きの詳細

については、当院のホームページをご参照ください。 

（URL：https://www.hospital.asahi.chiba.jp/for_customer/medical_record/index.html） 

 

７．研究についての相談窓口について 

研究に情報を利用して欲しくない場合には、研究対象とせず、原則として研究結果の

発表前であれば情報の削除などの対応をしますので、下記の窓口までお申し出ください。

情報の利用をご了承いただけない場合でも不利益が生じる事はありません。 

その他本研究に関するご質問、ご相談等は、下記の窓口にご遠慮なくお申し出ください。 

 

相談窓口 

総合病院国保旭中央病院 

〒289-2511 千葉県旭市イの 1326番地 

電話 0479-63-8111（代） 

連絡担当者：アレルギー・膠原病内科 加々美 新一郎 

臨床研究支援センター 

 

 

文部科学省・厚生労働省・経済産業省による「人を対象とする生命科学・医学系研究に関

する倫理指針」に基づいて掲示を行っています。 


